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平日のミサ時刻： 

月曜日・水曜日・木曜日・土曜日 午前７時 

第3土曜日 午前10時30分 子供のミサ（マリア館） 

火曜日 午後７時 

金曜日 午前１０時    初金曜日 午後7時 

聖体礼拝： 土曜日 午後5時30分 

主日のミサ時刻： 

土曜日 午後２時３０分 

日曜日 午前８時・９時３０分・午後６時 
Sunday: 
9:30 am Mass in English (Maria Kan－Hall) 
第４日曜日 午後２時 ベトナム語のミサ  

 

NO.５６１ ９月号 

十
字
架
称
賛 

主
任
司
祭 

B
・
ノ
ヴ
ァ
ク 

 

「
そ
し
て
、
モ
ー
セ
が
荒
れ
野
で
蛇
を
上
げ
た
よ
う
に
、
人
の
子

も
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
信
じ
る
者
が
皆
、
人
の

子
に
よ
っ
て
永
遠
の
命
を
得
る
た
め
で
あ
る
。
」
ヨ
ハ 

3
・
14-

15 
 

も
し
、
熱
い
も
の
に
触
っ
て
、
す
ぐ
に
や
け
ど
す
る
よ
う
に
、
罪

を
犯
し
た
後
に
そ
の
悪
い
結
果
を
体
験
で
き
た
な
ら
ば
、
き
っ
と

人
々
は
二
度
と
罪
を
犯
さ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
罪
は
こ

の
よ
う
に
働
か
な
い
。
罪
を
犯
す
こ
と
を
、
夫
婦
の
愛
を
裏
切
る
こ

と
に
例
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
即
ち
、
結
婚
誓
約
に
不
忠
実

で
あ
っ
た
り
、
配
偶
者
の
愛
を
裏
切
っ
た
り
す
る
と
、
二
人
の
絆
が

痛
め
ら
れ
て
も
、
夫
婦
が
す
ぐ
に
別
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
け

れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
止
め
て
、
愛
と
忠
実
を
尽
く
す

よ
う
に
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
二
人
の
絆
が
段
々
弱
く
な
っ
て
、
何
時

か
完
全
に
破
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。 

モ
ー
セ
が
旗
竿
に
か
け
た
青
銅
の
蛇
を
見
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、

先
ず
多
く
の
人
の
死
を
も
た
ら
し
た
自
分
た
ち
の
罪
の
結
果
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
青
銅
の
蛇
に
は
、
神
の
約
束
が

付
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
「
蛇
に
か
ま
れ
た
者
が
そ
れ
を
見
上
げ
れ

ば
、
命
を
得
る
」
（
民
21
・
8
）
と
い
う
約
束
で
あ
っ
た
。 

十
字
架
に
付
け
ら
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
の
姿
も
、
わ
た
し
た
ち
の

罪
の
最
終
的
な
結
果
を
現
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
分
の
心
の
中

で
神
の
愛
と
神
の
命
を
滅
ぼ
し
、
自
分
を
永
遠
の
孤
独
に
定
め
る
と

い
う
結
果
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架

は
、
苦
し
み
や
死
よ
り
も
強
い
、
忠
実
で
不
変
動
な
神
の
愛
を
現
わ

す
の
で
、
希
望
の
源
で
も
あ
る
。 

わ
た
し
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
を
見
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
自
身
の
罪
の
恐
ろ
し
さ
を
新
た
に
意
識
し
な
が
ら
、
十
字

架
が
も
た
ら
す
希
望
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
と
共
に
歩

み
、
神
の
愛
に
忠
実
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
祈
り
た
い
と

思
う
。 
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２
０
１
０
年
９
月
５
日 

 

司
祭
団
よ
り 

社
会
福
祉
委
員
会
よ
り
依
頼
が
あ

り
、
来
年
７
月
17
日
の
「
名
古
屋
教

区
障
害
者
の
集
い
」
を
南
山
教
会
で

行
う
。
来
月
の
運
営
委
員
会
で
具
体

的
な
話
を
進
め
る
。 

報
告
事
項 

１ 

信
徒
協
よ
り 

 

７
月
11
日
司
教
様
を
囲
む
懇
談
会

を
南
山
教
会
マ
リ
ア
館
ホ
ー
ル
に
て

行
っ
た
。 

 

８
月
５
、
６
日
広
島
平
和
巡
礼 

 

信
徒
協
か
ら
12
名
、
青
少
年
委
員

会
か
ら
20
名
ほ
ど
参
加
。
今
年
は
新

幹
線
利
用
。
平
和
行
進
と
ミ
サ
を

行
っ
た
。
ミ
サ
は
聖
公
会
と
合
同
。

ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
は
、

一
度
参
加
さ
れ
る
と
よ
い
。 

 

９
月
12
日
金
沢
卯
辰
山
巡
礼 

 

９
月
26
日
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
集
い

13

時
～
南
山
教
会
マ
リ
ア
館
に
て 

「
今
、
日
本
で
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る

と
は
」
を
テ
ー
マ
に
片
山
は
る
ひ
氏

講
演
と
ミ
サ 

２ 

カ
ト
リ
ッ
ク
ド
ミ
ニ
コ
会
少
年

少
女
合
唱
団
来
南 

 

７
月
18
日
の
ミ
サ
中
に
合
唱
。 

 

ミ
サ
後
、
マ
リ
ア
館
ホ
ー
ル
に
て

中
高
生
会
と
交
流
。 

 

富
山
へ
の
移
動
中
に
交
通
事
故
に

遭
っ
た
が
、
合
唱
団
の
方
は
無
事
に

帰
国
で
き
た
。 

３ 

平
和
の
祈
り 

 

８
月
６
日
８
時
～
ミ
サ 

 

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
行
事
と
し
て
、
森

山
師
の
司
式
で
ミ
サ
を
捧
げ
た
。 

 

他
教
会
の
方
々
の
参
加
も
あ
り
、

昨
年
度
よ
り
も
人
数
が
多
か
っ
た
。 

 

８
月
９
日
10
時
45
分
～
聖
体
賛
美

式 ４ 

聖
母
被
昇
天
祭 

 
８
月
15
日
９
時
半
ミ
サ
時
に
ル
ル

ド
で
祈
り
を
捧
げ
た
。 

 

ミ
サ
後
、
マ
リ
ア
館
に
て
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行
っ
た
。
百
名
以
上
の
参

加
が
あ
っ
た
。
８
月
15
日
が
日
曜
日

の
年
に
は
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
と
い

う
こ
と
で
今
年
行
っ
た
。
同
じ
よ
う

に
８
月
15
日
が
日
曜
日
と
な
る
の
は

11
年
後
。 

審
議
事
項 

１ 

ミ
サ
時
の
座
り
方
に
つ
い
て 

 

前
方
・
中
央
か
ら
詰
め
て
座
っ
て

い
た
だ
く
。 

 

後
方
の
丸
イ
ス
は
、
撤
去
す
る
。 

 

最
後
列
は
、
優
先
席
の
位
置
づ
け

と
し
、
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
方
や

車
イ
ス
の
方
用
に
あ
け
る
よ
う
に
す

る
。
紙
で
表
示
を
す
る
。 

 

遅
れ
て
入
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

が
多
い
こ
と
も
問
題
。 

２ 

バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
よ
り 

 

テ
ー
マ
「
感
謝
と
喜
び
の
輪
を
広

げ
よ
う
」 

 

10
月
24
日
（
日
）
開
催 

 

９
月
18
日
よ
り
食
券
販
売
。
販
売

は
ヨ
セ
フ
会
と
マ
リ
ア
会
で
分
担
。 

 

９
月
12
日
に
倉
庫
整
理 

 

勤
労
青
年
の
会
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
販
売
を
予
定
。
手
が
足
り
な
い
場

合
は
、
ヨ
セ
フ
会
が
手
伝
う
。 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
用
の
舞
台
を
作

成
す
る
。
費
用
７
万
円
は
バ
ザ
ー
の

収
益
か
ら
出
費
す
る
。 

 

こ
れ
ま
で
個
人
の
持
ち
出
し
に

頼
っ
て
い
た
洗
い
場
の
日
除
け
も 

教
会
備
品
と
し
て
整
備
す
る
。
整
備

費
用
８
万
円
は
バ
ザ
ー
収
益
か
ら
。 

 

食
券
は
、
昨
年
度
と
色
を
変
え

る
。
芋
煮
は
百
円
で
現
金
売
り
。 

３ 

敬
老
会
に
つ
い
て 

 

９
月
19
日
（
日
）
11
時
～
マ
リ
ア

館
に
て
実
施
。
12
時
半
終
了
予
定
。

ミ
サ
後
、
病
者
の
塗
油
と
聖
歌
隊
の

歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
２
曲
。 

 
54
名
出
席
予
定
。
そ
の
他
に
司
祭

４
名
と
運
営
委
員
長
、
副
委
員
長
が

出
席
。
計
61
名
。
音
響
を
担
当
し
て

く
だ
さ
る
方
に
も
お
弁
当
を
用
意
。

お
弁
当
の
ほ
か
に
お
饅
頭
も
用
意
。 

 

当
日
は
日
英
合
同
ミ
サ 

 

前
日
14
時
30
分
の
ミ
サ
後
に
準
備

（
ヨ
セ
フ
会
は
机
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
） 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
教
会
学
校

の
歌
と
手
作
り
の
し
お
り
、
中
高
生

会
の
ビ
ン
ゴ
、
伊
藤
氏
に
よ
る
手

品
、
司
祭
か
ら
の
御
絵
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
子
ど
も
た
ち
に
は
マ
リ
ア
会
で

お
菓
子
を
用
意
。 

４ 

ゴ
ミ
処
理
費
用
の
予
算
化 

 

美
化
の
際
に
出
た
生
木
の
処
理
や

バ
ザ
ー
の
ゴ
ミ
の
処
理
を
産
業
廃
棄

物
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

は
、
個
人
の
善
意
で
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
た
が
、
実
際
に
か
か
っ
て
い

る
費
用
を
教
会
で
負
担
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。 

 

教
会
美
化
時
の
処
理
に
か
か
る
費

用
は
、
実
費
を
教
会
で
負
担
す
る
。 

 

バ
ザ
ー
の
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

は
、
次
回
の
運
営
委
員
会
で
検
討
。 

５ 

教
会
内
水
道
管
漏
水
に
つ
い
て 

 

教
会
内
に
２
種
類
の
水
道
菅
が
あ

る
。
消
火
栓
用
の
水
道
メ
ー
タ
ー
を

通
ら
な
い
水
道
菅
と
水
道
メ
ー
タ
ー

を
通
っ
て
費
用
が
発
生
す
る
水
道
菅

の
２
種
類
。 

 

消
火
栓
用
の
水
道
菅
で
漏
水
が
見

つ
か
っ
た
が
、
そ
の
調
査
過
程
で
、

料
金
が
発
生
し
な
い
水
道
菅
に
日
常

的
に
使
う
水
道
が
つ
な
が
っ
て
い
る

場
所
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。
本
来
の

管
に
つ
け
か
え
る
必
要
が
あ
る
。
詳

し
く
は
、
次
回
検
討
す
る 

第
五
回
運
営
委
員
会
議
事
録 
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各
会
報
告 

信
徒
協 

役
員
選
挙
に
向
け
て
南
山
教
会
内
の

人
選
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

財
務
委
員
会 

名
古
屋
教
区
出
資
金
一
千
万
円
が
、

組
織
の
解
散
に
伴
い
、
返
金
さ
れ

た
。
定
期
預
金
に
組
み
入
れ
た
。 

勤
労
青
年
の
会 

発
足
し
て
４
ヶ
月
。
８
月
中
は
お
休

み
と
し
た
。
９
月
か
ら
再
開
す
る

が
、
集
会
内
容
は
、
ニ
コ
師
指
導
の

聖
書
勉
強
と
分
か
ち
合
い
。 

教
会
学
校 

キ
ャ
ン
プ
実
施 

７
月
23
日
（
金
）

～
25
日
（
日
）
多
治
見
修
道
院
に
て

30
名
参
加 

ロ
ザ
リ
オ
、
ご
聖
体
礼
拝
、
十
字
架

の
道
行
な
ど
お
祈
り
を
中
心
に
教
会

ら
し
い
キ
ャ
ン
プ
に
な
っ
た
。 

聖
母
被
昇
天
祭 

８
月
15
日
（
日
）

10
名
ほ
ど
の
女
子
が
天
使
の
奉
仕
。

ロ
ザ
リ
オ
先
唱
、
献
金
の
お
手
伝
い

等
を
行
っ
た
。 

侍
者
会 

８
月

29

日
（
日
）
ニ
コ

師
、
典
礼
委
員
会
と
協
力
。
新
し
い

メ
ン
バ
ー
を
含
め
20
名
の
男
子
が
集

ま
り
、
ミ
サ
応
え
の
心
構
え
、
具
体

的
な
動
作
な
ど
を
学
ん
だ
。 

レ
ジ
オ
マ
リ
エ 

第
２
・
第
４
火
曜
日
、
教
会
に
来
ら

れ
な
い
病
人
の
方
の
訪
問
を
司
祭
と

と
も
に
行
っ
て
い
る
。 

レ
ジ
オ
マ
リ
エ
名
古
屋
ク
リ
ア
主
催

黙
想
会
を
、
７
月
10
日
野
村
司
教
様

指
導
の
も
と
南
山
教
会
で
行
っ
た
。 

手
話
の
会 

長
い
夏
休
み
を
終
え
、
本
日
（
９
月

５
日
）
か
ら
勉
強
・
交
流
を
再
開
。 

要
約
筆
記
の
会 

７
月
18
日
安
城
教
会
に
て
行
わ
れ
た

教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
障
害
者
の
集
い
で

Ｏ
Ｈ
Ｃ
に
よ
る
要
約
筆
記
奉
仕
。 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

上
進
式 

９
月
26
日
10
時
～ 

小
聖

堂
に
て
ス
カ
ウ
ト
の
進
級
を
祝
福

し
、
成
長
を
祈
る
。 

名
古
屋
祭
沿
道
警
備
10
月
16
日
17
日 

教
会
バ
ザ
ー
協
力 

豚
汁
調
理
提
供
、
テ
ン
ト
机
椅
子
設

営
、
会
場
警
備
、
ゴ
ミ
整
理
分
別
、

会
場
後
始
末 

海
水
浴
訓
練
無
事
終
了 

７
月
17
日

～
19
日
知
多
半
島
内
海 

40
名
参
加 

山
岳
訓
練
無
事
終
了 

８
月
13
日
～

15
日
豊
田
市
青
少
年
自
然
の
家
に
て

40
名
参
加 

大
樹
の
会 

９
月
26
日
９
時
半
ミ
サ
後
マ
リ
ア
館

和
室
に
て
お
茶
会
を
開
催
予
定
。
是

非
出
席
を
乞
う
。 

９
月
19
日
敬
老
会
の
開
催
に
感
謝
。 

典
礼
奉
仕
者
の
会 

８
月
６
日
９
日
平
和
の
祈
り 

８
月
15
日
聖
母
被
昇
天
祭 

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝 

９
月
12
日
典
礼
奉
仕
者
全
体
集
会 

典
礼
委
員
会 

８
月
６
日
９
日
平
和
の
祈
り 

８
月
15
日
聖
母
被
昇
天
祭 

８
月
29
日
侍
者
会 

20
名
参
加 

９
月
12
日
十
字
架
の
称
賛 

 
 
 
 
 
 

（
日
英
合
同
ミ
サ
） 

９
月
20
日
名
古
屋
教
区
典
礼
研
修
会 

 

 
 

マ
リ
ア
・
ミ
カ
エ
ラ 

ま
つ
ば
ら
ゆ
め 

 

二
年
生
に
な
っ
て
、
は
つ
せ
い
た

い
の
、
べ
ん
き
ょ
う
か
い
を
、
う
け

る
こ
と
が
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
、
う

れ
し
か

っ
た
で
す
。
ま

い

し
ゅ
う
ア
ン
ト
ニ
ー
先
生
と
、
お
と

も
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
た
の
し
く

べ
ん
き
ょ
う
を
、
う
け
ら
れ
ま
し

た
。
と
く
に
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

パ

ン
」
の
、
え

い

が

が
、
心

に

の

こ
っ
て
い
ま
す
。 

 
イ
ー
ス
タ
ー
に
、
と
く
べ
つ
な
パ

ン
を
や
く
こ
と
や
、
か
ぞ
く
の
い
っ

ち
を
た
い
せ
つ
に
し
て
い
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
か
ぞ
く
い
っ
し
ょ
に
、

ご
せ
い
た
い
を
、
う
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
ま
い
し
ゅ
う
日
曜
日

の
、
ミ
サ
が
、
た
の
し
み
に
な
り
ま

し
た
。 

伊
藤 

宗
太
郎 

 
 ボ

ー
イ

97

団
は
長
い
梅
雨
明
け
を

待
っ
て
、
去
る
７
月
17
～
19
日
に
南

知
多
半
島
海
岸
に
飛
び
出
し
た
。
総

勢
40
名
が
地
下
鉄
、
名
鉄
を
乗
り
継

ぎ
、
愛
知
県
美
浜
少
年
自
然
の
家

（
小
野
浦
海
岸
）
へ
大
き
な
荷
物
を

抱
え
な
が
ら
徒
歩
で
到
着
。 

 

自
然
の
家
の
木
陰
で
昼
食
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
部
屋
割
り
後
、

全
員
焼
け
つ
く
海
岸
へ
走
り
出
し

た
。
準
備
体
操
、
ご
み
拾
い
に
汗
を

流
し
、
い
よ
い
よ
待
望
の
海
中
へ
と

飛
び
込
ん
だ
。 

 

着
衣
の
ま
ま
の
水
泳
、
海
中
で
の

脱
衣
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
浮
遊
、
背
面

浮
き
な
ど
訓
練
を
行
な
っ
た
。
よ
う

や
く
暑
さ
か
ら
脱
出
で
き
た
。 

 

入
浴
と
夕
食
後
、
ボ
ー
イ
、
カ
ブ

隊
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
を
竹
で
組
み
合
せ
て
、
イ
カ

ダ
を
製
作
し
た
。 

 

翌
日
の
朝
、
少
年
自
然
の
家
で
宿

泊
団
体
交
流
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
、

年
少
の
ボ
ー
イ
が
97
団
を
立
派
に
紹

介
し
、
盛
ん
に
拍
手
を
受
け
た
。 

  
 

５
ペ
ー
ジ
の
最
下
段
へ
つ
づ
く 

 

う
れ
し
い
は
つ
せ
い
た
い 

 

ボ
ー
イ
暑
い
名
古
屋
か
ら
海
へ
！ 
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Ｂ
・
ノ
ヴ
ァ
ク
神
父 

 

５
・
３
・
２ 
神
の
無
罪
の
証

拠
で
あ
る
神
の
愛  

 

「
イ
エ
ス
は
お
答
え
に
な
っ
た
。

「
第
一
の
掟
は
、
こ
れ
で
あ
る
。

『
イ
ス
ラ
エ
ル
よ
、
聞
け
、
わ
た
し

た
ち
の
神
で
あ
る
主
は
、
唯
一
の
主

で
あ
る
。
心
を
尽
く
し
、
精
神
を
尽

く
し
、
思
い
を
尽
く
し
、
力
を
尽
く

し
て
、
あ
な
た
の
神
で
あ
る
主
を
愛

し
な
さ
い
。
』
」
マ
コ 

12
・
29-

30 
 

人
間
は
神
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
神

に
向
け
て
創
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
神

の
命
に
与
る
こ
と
、
つ
ま
り
愛
に

よ
っ
て
神
と
結
ば
れ
る
こ
と
こ
そ
、

人
生
の
目
的
で
あ
り
、
人
間
に
と
っ

て
最
高
の
幸
福
な
の
で
す
。
聖
ア
ウ

グ
ス
チ
ヌ
ス
が
言
っ
た
よ
う
に
、

「
主
よ
、
あ
な
た
は
わ
た
し
た
ち

を
、
ご
自
分
に
向
け
て
お
造
り
に
な

り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
わ
た
し
た

ち
の
心
は
、
あ
な
た
の
う
ち
に
憩
う

ま
で
、
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
す
。
」 

神
は
全
て
の
人

を
愛
し
、
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
完

全
な
幸
福
を
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
人
間
の
外
面
的
な
振
る

舞
い
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
の
心
の

動
き
を
見
て
お
ら
れ
ま
す
。
言
い
変

え
れ
ば
、
神
が
求
め
て
お
ら
れ
る
の

は
、
人
間
が
神
を
恐
れ
て
、
奴
隷
の

よ
う
に
口
を
止
め
て
聞
き
従
う
こ
と

で
は
な
く
、
人
間
が
神
を
愛
す
る
よ

う
に
な
り
、
神
と
一
つ
の
心
に
な
る

こ
と
な
の
で
す
。 

人
間
の
心
に
お
い
て
神
に
対
す
る

愛
を
起
こ
し
、
人
間
を
ご
自
分
の
も

と
に
引
き
寄
せ
る
た
め
に
神
は
す
べ

て
の
人
、
特
に
神
を
不
正
に
訴
え
て

神
が
悪
を
行
っ
て
い
て
、
自
分
の
不

幸
の
原
因
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る

人
、
神
が
人
間
の
苦
し
み
に
関
し
て

無
関
心
や
無
力
で
あ
る
と
言
っ
て
い

る
人
と
対
話
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

神
は
そ
の
よ
う
な
訴
え
に
応
え
て
、

人
間
の
不
幸
が
神
の
働
き
の
結
果
で

は
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
神
が
「
無

罪
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た

め
に
、
ご
自
分
が
何
の
悪
も
行
わ
な

い
し
、
人
間
に
害
を
与
え
な
い
だ
け

で
は
な
く
、
ご
自
分
自
身
が
静
か
に

人
間
の
手
か
ら
色
々
な
苦
し
み
を
受

け
て
い
る
こ
と
を
現
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
こ

そ
、
ご
自
分
の
「
無
罪
」
を
示
す
神

の
応
え
な
の
で
す
。
十
字
架
に
付
け

ら
れ
た
イ
エ
ス
は
、
傷
つ
け
れ
ら
れ

苦
し
ん
で
い
る
神
の
愛
を
最
も
完
全

に
現
し
た
た
め
に
、
人
々
を
神
の
も

と
へ
最
も
力
強
く
引
き
寄
せ
て
い
る

わ
け
で
す
。  

  
 
 
 

 

参
照
：
１
コ
リ
8
・
6; 

１

テ
モ
2
・
4;

ヨ
ハ
6
・

44; 

ヨ
ハ
12
・
32 

 

５
・
４ 

傷
つ
け
ら
れ
た
神
の
愛  

 

「
打
と
う
と
す
る
者
に
は
背
中
を
ま

か
せ
／
ひ
げ
を
抜
こ
う
と
す
る
者
に

は
頬
を
ま
か
せ
た
。
顔
を
隠
さ
ず

に
、
嘲
り
と
唾
を
受
け
た
。
」
イ
ザ 

50
・
6 

 

愛
す
る
人
に
無
視
さ
れ
る
時
、
そ

の
愛
が
悪
用
さ
れ
た
り
、
裏
切
ら
れ

た
り
す
る
時
に
人
間
は
非
常
に
深
く

傷
つ
け
ら
れ
ま
す
。
愛
が
深
け
れ
ば

深
い
ほ
ど
、
こ
の
人
の
苦
し
み
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
全
て
の
人
を
無
限

に
愛
し
て
く
だ
さ
る
神
、
愛
そ
の
も

の
で
あ
る
神
は
、
人
間
に
よ
っ
て
無

視
さ
れ
る
こ
と
が
殆
ど
で
す
。
多
く

の
人
は
、
自
分
た
ち
の
自
己
中
心
的

な
目
的
に
達
す
る
た
め
に
神
の
愛
を

利
用
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
神
の

愛
が
度
々
裏
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
人
間
の
振
舞
い
は
、
ど
れ

ほ
ど
神
を
傷
つ
け
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
よ
う
な
人
間
の
せ
い

で
、
神
は
ど
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
が
分
か

る
た
め
に
、
十
字
架
上
の
イ
エ
ス
の

姿
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
十
字
架
上
で
血
だ
ら
け
、
傷

だ
ら
け
の
イ
エ
ス
の
姿
は
、
人
間
の

無
関
心
や
他
の
罪
な
ど
に
よ
っ
て
神

が
ど
れ
ほ
ど
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る

か
、
ど
れ
ほ
ど
苦
し
ん
で
い
る
か
と

い
う
こ
と
を
現
し
て
い
る
か
ら
で

す
。  イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
誰
も
想

像
も
出
来
な
い
ほ
ど
の
残
酷
な
拷
問

を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
イ
エ

ス
の
受
難
は
、
時
間
に
お
い
て
も
、

酷
さ
に
お
い
て
も
限
ら
れ
た
も
の
で

し
た
。
人
類
の
歴
史
の
中
で
イ
エ
ス

よ
り
も
長
く
苦
し
み
、
イ
エ
ス
よ
り

も
大
き
な
肉
体
的
な
痛
み
を
体
験
し

た
人
が
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
イ
エ
ス
の
こ
の

 
愛
と
苦
し
み
（そ
の
19
） 

人
間
の
癒
し
の
源
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
復
活 
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 有
限
な
苦
し
み
を
完
全
に
知
る
こ
と

が
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。
イ
エ
ス
の

肉
体
的
な
苦
し
み
を
知
る
程
度
は
、

そ
の
時
代
の
拷
問
の
方
法
の
知
識

や
、
個
人
の
創
造
力
や
感
受
性
に
よ

る
も
の
な
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
肉

体
的
な
苦
し
み
よ
り
も
、
精
神
的
な

苦
し
み
や
霊
的
な
苦
し
み
を
知
る
こ

と
の
方
が
遥
か
に
難
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
内
面
的
な
苦

し
み
を
知
る
こ
と
は
、
イ
エ
ス
を
愛

す
る
人
、
こ
の
愛
に
よ
っ
て
イ
エ
ス

と
内
面
的
に
結
ば
れ
、
イ
エ
ス
の
心

の
動
き
を
感
じ
取
る
こ
と
の
出
来
る

人
に
だ
け
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
イ
エ
ス
の
心
の
苦
し
み
を

知
る
程
度
は
、
イ
エ
ス
に
対
す
る
愛

の
深
さ
に
よ
る
も
の
な
の
で
す
。
け

れ
ど
も
、
啓
示
の
肝
心
な
と
こ
ろ
と

い
う
の
は
、
イ
エ
ス
の
苦
し
み
の
大

き
さ
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
の
愛
の
大

き
さ
、
危
険
な
時
に
も
ご
自
分
を
苦

し
み
や
死
か
ら
救
う
た
め
に
人
間
か

ら
逃
げ
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
こ

の
愛
の
偉
大
さ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

確
か
に
キ
リ
ス
ト
の
受
難
は
、
神

ご
自
身
の
受
難
を
完
全
に
現
す
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
こ
の

受
難
は
神
の
苦
し
み
と
神
の
傷
つ
け

ら
れ
て
い
る
愛
を
知
る
た
め
の
最
も

完
全
な
手
段
で
あ
る
し
、
人
間
が
神

の
愛
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
神
に
関
し

て
自
分
の
心
を
開
く
た
め
に
、
そ
の

愛
を
十
分
に
現
す
も
の
な
の
で
す
。

こ
の
偉
大
な
恵
み
を
無
駄
に
し
な
い

た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
イ
エ
ス
の

受
難
を
よ
く
黙
想
し
、
そ
れ
を
益
々

よ
く
理
解
し
、
知
る
よ
う
に
努
力
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
大
事
な

の
は
、
わ
た
し
た
ち
が
イ
エ
ス
の
受

難
に
預
か
ら
せ
て
い
た
だ
く
恵
み
を

願
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
た

し
た
ち
は
、
イ
エ
ス
の
受
難
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

神
の
愛
の
神
秘
を
益
々
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
キ
リ
ス
ト

の
受
難
を
体
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
わ
た
し
た
ち
の
心
が
変

え
ら
れ
、
父
で
あ
る
神
と
、
そ

の
お
ん
子
で
あ
る
イ
エ
ス
に
対

す
る
愛
が
深
め
ら
れ
、
強
め
ら

れ
る
か
ら
で
す
。 

イ
エ
ス
の
受
難
は
、
数
時
間
続
け

て
終
わ
り
、
歴
史
に
お
い
て
一
回
限

り
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
で
す
。
け
れ

ど
も
、
イ
エ
ス
が
現
し
た
神
の
受
難

は
、
人
間
が
初
め
て
罪
を
犯
し
た
時

か
ら
今
に
至
る
ま
で
続
い
て
き
て
、

人
間
が
罪
を
犯
し
続
け
、
苦
し
む
限

り
続
き
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
お
よ

そ
二
０
０
０
年
前
に
起
こ
っ
た
イ
エ

ス
の
受
難
は
、
過
去
の
こ
と
で
、
わ

た
し
た
ち
の
時
代
と
何
の
関
係
も
な

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス

の
受
難
は
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
無

関
心
や
犯
し
て
い
る
罪
に
よ
る
神
の

現
在
の
受
難
を
現
す
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
神
が
ど
う
し
て
ご
自
分
の

苦
し
み
を
わ
た
し
た
ち
に
現
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
か
、
こ
の
啓
示
に

よ
っ
て
何
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る

の
は
、
現
代
に
生
き
て
い
る
わ
た
し

た
ち
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
事
な
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。
神
が
ご
自
分

の
受
難
を
現
し
て
く
だ
さ
っ
た
理
由

に
つ
い
て
、
次
回
に
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

参
照
：
イ
ザ
52
・

13-

53
・

12; 

ヨ
ハ
19
・

28 

（
つ
づ
く
） 

 

３
ペ
ー
ジ
最
下
段
か
ら
の
つ
づ
き 

  

苦
心
の
傑
作
イ
カ
ダ
三
隻
の
進
水

式
を
行
っ
て
早
速
乗
り
込
み
満
喫
し

た
。
や
は
り
ボ
ー
イ
隊
の
作
っ
た
大

き
い
イ
カ
ダ
が
大
人
気
だ
っ
た
。 

 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
遊
泳
、
着
衣
泳
ぎ

や
水
中
脱
着
訓
練
、
４
キ
ロ
の
荷
物

を
泳
い
で
持
ち
帰
る
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
、
ス
イ
カ
割
り
、
50

ｍ
55

秒

（
ス
カ
ウ
ト
水
泳
章
）
な
ど
に
挑
戦

し
た
。 
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二
日
目
の
夜
は
虫
取
り
名
人
の
お

父
さ
ん
が
木
に
登
っ
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ

と
虫
を
捕
ら
え
歓
声
が
あ
が
っ
た
。 

 

全
日
程
が
晴
天
で
、
計
画
ど
お
り

順
調
に
終
了
。 

 

最
終
日
に
は
荷
物
整
理
と
掃
除
を

し
て
午
前
９
時
半
に
少
年
自
然
の
家

を
後
に
し
た
。 

 

ア
ア
、
楽
し
か
っ
た
な
あ
！ 

 

全
員
日
焼
け
で
痛
い
！ 

 

ボ
ー
イ
山
キ
ャ
ン
プ
で
駆
け
巡
る 

伊
藤 

宗
太
郎 

 

去
る
８
月
13
日
～
15
日
に
か
け

て
、
97

団
は
夏
山
岳
訓
練
へ
で
か

け

た
。
ホ

ー

イ
、
カ

ブ
、
ビ

ー

バ
ー
、
隊
長
家
族
総
勢
40

名
が
観

光
バ
ス
で
、
豊
田
市
総
合
野
外
セ
ン

タ
ー
へ
向
か
う
。 

 

13
日
午
前
11

時
半
に
到
着
。
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
カ
弁
昼

食
、
部
屋
割
り
、
野
外
テ
ン
ト
張
り

な
ど
忙
し
く
動
き
回
る
。
台
風
の
影

響
を
心
配
し
た
が
、
濃
い
山
の
緑
と

涼
快
な
空
気
を
満
喫
し
て
い
た
。 

 

夕
食
に
は
カ
ブ
隊
は
野
外
料
理
と

し
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
調
理
し
て
い

た
。
ボ
ー
イ
隊
は
豪
勢
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。 

 

だ
が
、
ボ
ー
イ
は
三
日
間
は
野
外

の
テ
ン
ト
訓
練
で
、
冷
房
完
備
の
生

活
と
は
オ
サ
ラ
バ
だ
。
彼
等
の
言
に

よ
れ
ば
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
汗
で
濡
れ
っ
ぱ

な
し
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
カ
ブ
隊
の

子
ど
も
た
ち
は
宿
泊
棟
か
ら
抜
け
出

し
て
、
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
の
テ
ン
ト

に
も
ぐ
り
込
ん
で
い
た
。 

 

フ
ク
ロ
ウ
の
森
の
肝
試
し
、
焙
烙

（
ホ
ウ
ロ
ウ
）
山
へ
の
登
山
、
迷
路

ゲ
ー
ム
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な

ど
、
盛
り
沢
山
の
行
事
を
楽
し
ん

だ
。
雨
に
も
合
わ
ず
に
子
ど
も
た
ち

は
三
日
間
の
山
の
生
活
に
満
足
し

た
。
15

日
最
終
日
に
は
全
員
無
事

に
教
会
中
庭
に
帰
っ
て
き
た
。 

 

お
も
し
ろ
か
っ
た
ね
！  

 

南
山
教
会
に
在
籍
し
て
い
ら
し
た

柴
田
潔
助
祭
の
説
教
を
ご
紹
介
致
し

ま
す
。
柴
田
さ
ん
は
イ
エ
ズ
ス
会
の

司
祭
と
し
て
９
月
23
日(

祝)

聖
イ
グ

ナ
チ
オ
教
会
大
聖
堂
で
叙
階
さ
れ
ま

す
。
皆
様
、
お
祈
り
下
さ
い
。 

 

ヨ
ハ
ネ
20
：
19
～
31 

４
月
11
日 

  

今
読
ま
れ
た
福
音
は
、
復
活
節
第

２
主
日
に
毎
年
読
ま
れ
る
ト
マ
ス
に

イ
エ
ス
が
現
わ
れ
て
く
だ
さ
る
話
で

す
。
イ
エ
ス
は
、
私
た
ち
の
罪
の
た

め
に
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
、
命
を
捧

げ
、
弟
子
た
ち
に
現
わ
れ
て
く
だ
さ

り
、
聖
霊
ま
で
注
い
で
く
だ
さ
い
ま

す
。
イ
エ
ス
は
、
す
べ
て
を
与
え
尽

く
し
て
私
た
ち
に
救
い
を
も
た
ら
そ

う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
イ

エ
ス
に
残
さ
れ
た
釘
跡
か
ら
に
じ
み

出
る｢

平
和｣

を
私
の
召
出
し
・
家
族

と
の
関
わ
り
と
結
び
つ
け
な
が
ら
考

え
ま
す
。 

十
字
架
上
で
亡
く
な
り
復
活
さ
れ

た
イ
エ
ス
は
１
週
間
た
っ
て
、
直
接

弟
子
た
ち
の
前
に
現
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
弟
子
た
ち
に｢

平
和
が
あ
る
よ

う
に｣

と
声
を
掛
け
ま
す
。
そ
の
時

弟
子
た
ち
の
気
持
ち
は
、
ど
う
だ
っ

た
で
し
ょ
う
？
暗
く
沈
ん
で
、
希
望

を
見
失
っ
て
い
ま
し
た
。
大
好
き
で

い
つ
も
一
緒
に
い
て
下
さ
っ
た
イ
エ

ス
が
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
失
望
感
、

ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
見
つ
か
っ
た
ら
先
生

の
よ
う
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
、

イ
エ
ス
を
見
捨
て
に
げ
て
し
ま
っ
た

罪
悪
感
、
ど
れ
も
大
変
な
重
荷
で
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
戸
に
鍵
を
掛
け
て
閉
じ
こ

も
っ
て
い
ま
し
た
。 

イ
エ
ス
は
、
弟
子
た
ち
を
、
失
望

感
、
恐
れ
、
罪
悪
感
か
ら
解
放
す
る

た
め
に｢

平
和
が
あ
る
よ
う
に｣

と
声

を
掛
け
ま
す
が
、
言
葉
だ
け
で
、
自

分
の
思
い
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
「
平
和
」
を

実
感
さ
せ
る
た
め
に
、
十
字
架
上
で

付
け
ら
れ
た
釘
跡
を
弟
子
た
ち
に
示

さ
れ
ま
す
。
弟
子
た
ち
に
と
っ
て

は
、
自
分
た
ち
の
情
け
な
さ
や
申
し

訳
な
さ
を
思
い
出
さ
せ
ま
す
が
、
あ

え
て
そ
う
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
が

ゆ
る
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
段
々
と
分

か
っ
て
き
ま
す
。
弟
子
た
ち
は
、

や
っ
と
三
つ
の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ

れ
る
喜
び
を
実
感
で
き
ま
し
た
。
傷

跡
は
、
自
分
た
ち
の
弱
さ
情
け
な
さ

と
、
イ
エ
ス
の
ゆ
る
し
、
愛
を
感
じ

 

柴
田
潔
助
祭
の
説
教 
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さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
恵
み
か
ら
離
れ

る
と
私
た
ち
の
生
活
は
苦
し
い
も
の

に
な
り
ま
す
。 

３
週
間
前
に
、
助
祭
叙
階
の
恵
み

を
い
た
だ
き
、
先
週
、
ご
復
活
祭
を

迎
え
た
私
も
、
イ
エ
ス
の
傷
跡
か
ら

｢

平
和
・
ゆ
る
し
・
慰
め｣
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
先

日
、
家
族
と
の
こ
と
で｢

心
の
平
和｣

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
前

に
も
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
私
の
家
族
は
信
者
で
は
な

く
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
る
こ
と
に
も

反
対
し
て
い
た
の
で
助
祭
叙
階
式
に

招
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
円
寺
教
会
の
８
名
の
方
々
に
家
族

の
代
わ
り
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
９
月
の
司
祭
叙
階

式
に
は
、
出
席
し
て
も
ら
い
た
い
と

母
に
話
を
し
て
、
そ
の
返
事
が
メ
ー

ル
で
返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の

一
部
を
読
み
ま
す
。 

９
月
の
式
典
で
す
が
、
貴
方
の
言

う
様
に
聖
堂
の
ど
こ
か
か
ら
様
子
を

見
守
る
こ
と
で
、
お
父
さ
ん
に
話
し

ま
し
た
。
私
よ
り
抵
抗
が
あ
る
よ
う

で
す
。
本
来
な
ら
、
両
親
と
し
て
挨

拶
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
方
々
が

い

ら

っ

し

ゃ

る

の

で

し

ょ

う

が
・
・
・
・
・
・
・
家

族

と

し

て

は
、
未
だ
に
納
得
出
来
な
い
の
で

す
。
け
れ
ど
も
、
12
年
も
の
間
、
信

念
を
貫
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の

思
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
い
ろ

い
ろ
と
忙
し
く
な
る
で
し
ょ
う
が
、

身
体
に
は
気
を
付
け
て
過
ご
し
て
下

さ
い
。
母
よ
り 

 

こ
の
メ
ー
ル
を
読
み
返
し
な
が

ら
、
私
は
家
族
に
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、

罪
悪
感
を
ま
た
感
じ
は
じ
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
家
族
へ
の
申
し
訳
な
さ

が
、
叙
階
の
恵
み
も
、
ご
復
活
の
喜

び
も
消
し
去
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
時
間
が

た
つ
に
つ
れ
い
く
つ
か
の
こ
と
に
気

づ
い
て
来
ま
し
た
。 

私
は
家
族
に
傷
を
与
え
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
家
族
の
傷
は
イ
エ
ス

の
釘
跡
と
重
な
る
こ
と
。
ど
ち
ら
の

傷
も
、
私
が
失
望
す
る
た
め
で
な
く

私
を
愛
そ
う
と
し
て
作
ら
れ
た
傷
で

あ
る
こ
と
。
傷
を
な
か
っ
た
こ
と
に

す
れ
ば
、
私
の
人
生
は
根
本
的
に
否

定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
。
こ
の
よ
う

に
思
え
て
く
る
と
、
実
は
私
は
傷
に

感
謝
し
て
い
い
こ
と
に
も
気
づ
き
ま

し
た
。
こ
の
傷
が
、
人
へ
の
優
し
さ

の
源
と
な
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え

続
け
て
く
れ
る
よ
う
に
思
え
て
き
ま

し
た
。
確
か
に
、
イ
エ
ス
も
家
族
に

も
傷
を
与
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

傷
を
思
い
出
す
こ
と
は
、
自
分
に
注

が
れ
て
い
る
愛
を
確
認
し
、
人
を
励

ま
す
力
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
発
見
は
、
私
に
と
っ

て
大
き
な
も
の
で
し
た
。 

け
れ
ど
も
、
こ
の
気
づ
き
や
発
見

は
自
分
だ
け
で
つ
か
ん
だ
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
気
づ
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
私
の
こ
と
を
日
頃
か

ら
心
に
掛
け
、
祈
っ
て
下
さ
っ
て
い

る
人
た
ち
の
お
か
げ
で
し
た
。
傷
の

否
定
的
な
部
分
を
見
る
よ
り
も
、
受

け
て
い
る
恵
み
を
見
ま
し
ょ
う
と
励

ま
し
て
下
さ
る
方
々
の
お
か
げ
で
し

た
。
高
円
寺
の
教
会
に
は
、
人
の
た

め
に
親
身
に
な
っ
て
祈
っ
て
下
さ
る

方
々
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

改
め
て
そ
の
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。 私

た
ち
は
、
先
週
、
ご
復
活
祭
を

迎

え

ま

し

た

が
、
私

の

よ

う

に

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
心
の
平
和
を

失
い
、
神
様
か
ら
受
け
た
恵
み
を
感

じ
な
く
な
り
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
と

き
に
、
助
け
に
な
る
の
は
、
祈
り
で

支
え
合
う
共
同
体
だ
と
思
い
ま
す
。

高
円
寺
の
教
会
に
は
、
聖
霊
が
働
い

て
い
ま
す
。
人
を
助
け
た
い
、
人
の

た
め
に
祈
り
た
い
と
い
う
人
々
が
沢

山
い
る
教
会
で
す
。
心
の
平
和
が
な

い
、
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
な
い
と
い

う
方
は
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
イ
エ
ス
は
、｢

信
じ

な
い
者
で
は
な
く
、
信
じ
る
者
に
な

り
な
さ
い｣

と
私
た
ち
一
人
一
人
に

言
わ
れ
ま
す
。 

私
た
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
、
で
き

る
こ
と
な
ら
全
員
が
、
イ
エ
ス
を
信

じ
て
救
わ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に

入
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
そ
の
た
め

の
恵
み
を
願
い
な
が
ら
こ
の
ミ
サ
を

続
け
ま
し
ょ
う
。 

 

真ん中の方が柴田潔助祭です。 



 

8 

                 

  

      
 
７月２３日（金） 

 

9:30    集合 南山教会大聖堂前 

12:00~13:00  昼食(おべんとう) 
14:00~16:00  修道院木陰でスイカ割り  

17:00~17:30  十字架の道行 

18:00~19:00  夕食 

19:30~20:30  きもだめし  

20:30~21:20  入浴 

21:20~21:30  一日の反省     

21:30     消灯・就寝  
 

７月２４日（土） 
 

6:30     起床      

7:00~8:00   ミサ聖祭    

8:00~9:30   朝食       

10:00~12:00  ハイキング      

12:00~13:00  昼食 

14:00~15:00  敬老の方々のためのお祝いしお

り作り 

16:00~16:30  聖書の分かち合い 

17:00~17:30  ご聖体礼拝・ロザリオの祈り 

17:30~19:00  夕食 

19:30~20:30  キャンプファイヤー、花火  

20:30~21:20  入浴 

21:20~21:30  一日の反省     

21:30       消灯・就寝  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２５日（日） 
  

 6:30      起床、洗面          

 7:30~8:30    朝食             

 9:30~10:30  ミサ聖祭    

10:30~11:30  清掃  

12:00~13:00  昼食 

13:00~14:00  感想文      

14:30     多治見修道院出発 

17:00     解散  南山教会大聖堂 

l05 神が，聖書の作者です。「聖書に含まれ、かつ、

示されている神の啓示は、聖霊の霊感によって書かれたものです」。 

 「尊き母なる教会は、旧約および新約の全部の書をそのすべての部分を含めて、使徒的信

仰に基づき、聖なるもの、正典であるとしています。なぜならそれらの書は、聖霊の霊感に

よって書かれ、神を作者とし、またそのようなものとして、教会に伝えられているからで

す」。（第2コンスタンチノープル公会議） 

106 神は、人間である聖書記者に霊感を授けました。「神は、聖書の著作にあたって、固有の能
カと素質を持った人間を選んで、これをお使いになりました。それは神が彼らの内に、また

彼らによって働く間に、彼らが、神が望むことをすべて、そしてそれだけを、真の作者とし

て書くためです」。 

107 霊感によって書かれた書は、真理を教えます。「それゆえ、霊感を受けた作者、つまり、聖

書作者が断言していることは、聖霊から断言されたこととすべきであり、したがって、聖書

は、神がわたしたちの救いのために書かれることを望んだ真理を堅く、忠実に、誤りなく教

えるものであるといわなければなりません」。 

108 とはいえ、キリスト教信仰は「書物の宗教」ではありません。キリスト教は神の「ことば」

の宗教であって、そのことばは、「記されているだけの無言のことばではなく、受肉して生

きているみことばです」。聖書が死んだ文字となることのないように、生ける神の永遠のこ

とばであるキリストが、「聖書を悟らせるために」聖霊によってわたしたちの「心の目を開

いて」くださることが不可欠です。 

カトリック教会のカテキズムより 

 教会学校 サマーキャンプ プログラム 

多治見修道院にて 
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サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 六

年 

細
見 

早
代 

 

私
は
、
友
達
の
あ
や
か
ら
、
キ
ャ

ン
プ
に
行
か
な
い
。
と
さ
そ
わ
れ
ま

し
た
。
ズ
ー
ト
楽
し
み
に
し
て
ま
し

た
。 23

日
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
前
か
ら
ズ
ー
ト
ほ
か
の
子

と
な
じ
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
き
も
だ

め
し
の
時
、
初
め
て
あ
や
と
ゆ
め

ち
ゃ
ん
と
じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
以
外
の
子

と
も
話
せ
ま
し
た
。
も
の
す
ご
い
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。 

24
日
ぜ
ん
ぜ
ん
ね
む
れ
ず
朝
も
す

ご
く
ね
む
か
っ
た
で
す
。
24
日
は
ハ

イ
キ
ン
グ
も
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

も
あ
っ
た
の
で
、
ド
キ
ド
キ
し
て
ま

し
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
も
た
の
し
か
っ

た
し
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
も
す

べ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

25
日
夜
は
も
の
す
ご
い
ね
れ
て
つ

か
れ
が
と
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
25

日
は
「
ミ
サ
」
が
あ
り
ま
し
た
。
初

め
て
の
こ
と
で
ど
う
か
な
！
？
と
心

配
し
て
た
け
ど
、
心
配
す
る
ひ
つ
よ

う
も
な
く
て
、
す
ご
く
よ
か
っ
た
で

す
。
こ
の
３
日
間
テ
レ
ビ
も
見
な
い

で
し
ら
な
い
子
と
楽
し
く
出
来
て
よ

か
っ
た
で
す
。 

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

六
年 

濱
口 

綾 

 

私
は
、
23
日
の
金
曜
日
に
、
教
会

学
校
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
、
多
治

見
の
修
道
院
へ
行
き
ま
し
た
。
最
初

は
、
地
下
鉄
に
の
り
、
次
に
Ｊ
Ｒ
に

乗
り
、
大
型
の
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
ま

し
た
。
修
道
院
に
つ
い
て
ま
ず
、
部

屋
わ
り
を
し
ま
し
た
。
女
子
は
、
ガ

ブ
リ
エ
ル
ハ
ウ
ス
で
し
た
。
昼
食
は

お
弁
当
を
食
べ
て
、
夜
は
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
い
も
や
な

す
、
お
肉
を
焼
い
て
い
ま
し
た
。
焼

き
そ
ば
が
と
て
も
、
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
そ
れ
か
ら
き
も
だ
め
し
を
し

ま
し
た
。
最
初
は
、
こ
わ
か
っ
た

し
、
な
く
子
も
で
て
き
て
、
で
も
、

思
っ
て
い
た
よ
り
コ
ー
ス
が
短
く

て
、
あ
ま
り
こ
わ
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

ね
る
時
は
、
ぜ
ん
ぜ
ん
ね
む
れ
な

く
て
12
時
ぐ
ら
い
ま
で
お
き
て
い
ま

し
た
。 

 

24
日
は
、
ね
ぶ
そ
く
で
目
の
下
に

く
ま
が
で
き
て
ま
し
た
。
夜
に
は
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
ま
し

た
。
は
ん
ご
と
に
ク
イ
ズ
な
ど
を
出

し
合
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た

行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

宮
本 

恵
理
子 

 

七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日

に
、
多
治
見
教
会
に
行
き
ま
し
た
。 

 

私
が
楽
し
か
っ
た
な
ぁ
と
お
も
う

も
の
は
二
つ
あ
り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
で
す
。
今
年
の
ス
タ
ン
ツ
は
、

ク
イ
ズ
を
出
し
ま
し
た
。
み
ん
な
楽

し
ん
で
い
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
の
ス
タ
ン
ツ
が
終
わ
っ
て
、

花
火
を
や
り
ま
し
た
。
私
も
や
っ
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。
と
ち
ゅ
う
で
、

は
な
れ
て
見
て
み
た
ら
、
け
っ
こ
う

き
れ
い
で
し
た
。
と
っ
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。 

 

二
つ
目
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
す
。 

に
ん
じ
ん
、
ピ
ー
マ
ン
、
と
う
も
ろ

こ
し
、
な
す
、
お
肉
、
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
さ
い

し
ょ
に
、
に
ん
じ
ん
を
食
べ
た
ら
、

コ
リ
ッ
と
い
っ
て
、
生
っ
ぽ
い
味
が

し
ま
し
た
。
お
肉
は
、
１
個
も
食
べ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ざ
ん
ね
ん
で

し
た
。
で
も
そ
の
あ
と
に
、
マ
シ
ュ

マ
ロ
を
も
ら
っ
て
少
し
だ
け
、
火
で

あ
ぶ
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
と
ろ
と
ろ

で
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

 

す
ご
く
楽
し
い
３
日
間
で
し
た
。 

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 六

年 

熊
谷 

菊
那 

 

私
は
７
月
23
日
～
25
日
ま
で
多

治
見
し
ゅ
う
ど
う
い
ん
に
キ
ャ
ン
プ

に
行
き
ま
し
た
。 

 

１
日
目
は
じ
め
て
の
日
で
、
と
て

も
大
き
い
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
て
、
そ
の
あ
と
き
も
だ
め
し
を

し
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
は
こ
わ
か
っ

た
ケ
ド
、
い
っ
て
み
る
と
ふ
つ
う
で

た
の
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
ね

る
と
き
な
か
な
か
ね
れ
な
か
っ
た
で

す
。 

 

２
日
目
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
＆
花
火
を
や

り
ま
し
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ
で
、
コ
イ

を
み
て
、
え
さ
を
あ
げ
て
み
る
と
、

み
ん
な
と
て
も
お
お
き
く
て
い
っ
ぱ

い
た
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
ス
タ

ン
ツ
を
や
り
ま
し
た
。
花
火
も
や
っ

て
た
の
し
か
っ
た
で
す
。 

 

３
日
目
は
朝
の
ご
ミ
サ
を
や
っ
て

そ
の
あ
と
お
へ
や
の
そ
う
じ
と
ト
イ

レ
そ
う
じ
を
し
て
お
ひ
る
を
た
べ
ま

し
た
。
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

 

３
日
間
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
で
き
た
ら
ま
た
き
た
い
で
す
。 
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サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

児
島 

理
紗
子 

 

私
は
７
月
23
日
～
25
日
ま
で
多

治
見
修
道
院
に
い
き
ま
し
た
。
一
番

は
じ
め
に
、
自
分
が
と
ま
る
家
を
見

た
と
き
、
と
っ
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

し
た
。
自
由
時
間
に
は
い
っ
ぱ
い
遊

び
ま
し
た
。
そ
し
て
夜
、
外
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
や
り
ま
し
た
。
私
は
お

肉
が
あ
ん
ま
り
好
き
で
は
な
い
の

で
、
や
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食
べ
た

り
、
や
き
そ
ば
を
食
べ
ま
し
た
。

と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ

し
て
ご
は
ん
を
食
べ
た
後
は
…
。

「
き
も
だ
め
し
～
」
。
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
っ
て
み
じ
か
い
コ
ー
ス
を
歩
き

ま
し
た
。
は
じ
め
に
き
ー
ち
ゃ
ん
に

出
会
い
ま
し
た
。
で
も
き
ー
ち
ゃ
ん

は
、
最
初
か
ら
い
る
と
し
っ
て
い
た

の
で
ぜ
ん
ぜ
ん
こ
わ
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
次
に
ひ
ろ
せ
さ
ん
に
出
会

い
ま
し
た
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
見
え

て
い
た
の
で
こ
わ
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
次
に
ち
さ
ち
ゃ
ん
に
出
会
い

ま
し
た
。
ち
さ
ち
ゃ
ん
が
お
ど
ろ
か

し
て
き
て
、
と
っ
て
も
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
さ
い
ご
に
伊
藤
リ
ー
ダ
ー

に
出
会
い
ま
し
た
。
伊
藤
リ
ー
ダ
ー

が
お
ど
ろ
か
し
て
く
る
の
が
一
番
こ

わ
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
お
風
呂
に

入
っ
て
ね
ま
し
た
。
次
の
日
の
夜
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
や
り
ま
し

た
。
ク
イ
ズ
や
マ
ジ
ッ
ク
を
や
り
ま

し
た
。
と
っ
て
も
た
の
し
か
っ
た
で

す
。
出
し
物
が
お
わ
っ
た
あ
と
、

リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
う
た
を
う
た
い
ま

し
た
。
と
っ
て
も
上
手
だ
っ
た
で

す
。
さ
い
ご
に
花
火
を
や
り
ま
し

た
。
と
っ
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
そ

し
て
お
風
呂
に
入
っ
て
ね
ま
し
た
。

さ
い
ご
の
日
大
そ
う
じ
が
あ
り
ま
し

た
。
と
っ
て
も
大
変
で
し
た
。 

感
想 

１
日
目
よ
り
２
日
目
の
方
が
よ
く
ね

れ
た
。
色
々
あ
っ
た
け
ど
と
っ
て
も

た
の
し
か
っ
た
で
す
。 

 
 
 

 

8月15日 聖母被昇天祭パーティー ７月18日 台湾天主教増徳児童少年合唱団 

ブ
レ
シ
師
帰
天 

  

協
力
司
祭
と
し
て
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ブ
レ
シ
神

父
様
が
８
月
16
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。 

 

ブ
レ
シ
神
父
様
は
、
協
力
司
祭
と

し
て
ご
奉
仕
く
だ
さ
る
以
前
に
南
山

教
会
で
ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
左
の
写
真
の
と
お

り
で
す
。 

 

改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
と

と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 
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９
月 

14(火)十字架称賛祝 12(日)聖十字架のミサ 
(教会の名称の祭日) 
日英合同ミサ(9:30) 

19(日)10:30合同病者塗
油の秘跡 
11:00敬老会 

23(木)ボクダン師霊名の祝日 
26(日)教会美化 

 3(金)マリア会例会(懇談会) 
 5(日)運営委員会 
 5(日)教会学校始業式 
12(日)典礼委員会 
12(日) ヨセフ会班長会 
18(土)10：30子ども部屋 
25(土)要約筆記付きミサ 

23(水)教区典礼研修会 
23(水)教区八事合同

慰霊祭 
26(日)世界難民移住

移動者の日  
26(日)城東ブロックの

集い（午後1時・
南山教会） 

10
月 

ロザリオの月 
24(日)世界宣教の日 

24(日)バザー  1 (金)マリア会例会(懇談会) 
 3(日)運営委員会 
    教会学校巡礼 
10(日)ヨセフ会班長会 
16(土)10：30子ども部屋 
17(日)典礼委員会 
23(土)要約筆記付きミサ 

21(木)司祭協議会 
16(土)司祭叙会式 

(神言会) 
24(日)世界宣教の日

（献金） 
28(木)司祭評議会 

 
教会典礼歴 南山教会行事 各会活動 教区行事・その他 

 

結 婚 帰 天 

転 出 

 ♡  お幸せに ♡  ご冥福をお祈りいたします 

 いつまでもお元気で 

８月２８日 

伊藤修己♡ｸﾗﾗ山田麻帆 
ｼﾙﾋﾞﾉ  木村 崧（74歳） 
MARIA MARTILDA SCHROTH（89歳） 
ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙﾅﾃﾞｯﾀ 出町君恵（96歳） 
ｶﾀﾘﾅ   横井容子（60歳） 

ｱﾙﾍﾞﾙﾄ  由比 健郎（大和） 
ﾏﾘｱ   由比 裕子（大和） 

 
南 

山 

句 

会 
  
 
 
 

平
成
二
十
一
年
六
月
四
日 

信  者  の  消  息 

       

七
夕
や
大
事
な
願
い
忘
れ
け
り 

光 

子 

真
剣
な
瞳
集
ま
り
メ
ロ
ン
切
る 

洋 

子 

徒
々
に
思
ふ
こ
と
あ
り
梅
雨
深
し 

蓉 

子 

サ
ッ
カ
ー
に
沸
く
日
本
や
梅
雨
寒
し 

瑞 
子 

米
粒
の
如
く
た
わ
わ
に
花
南
天 

と
く
子 

庭
先
の
石
に
寄
り
そ
う
つ
つ
じ
か
な 

紀 

子 

病
葉
の
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
ひ
に
け
り 

ひ
ろ
し 

散
髪
を
終
え
猫
颯
爽
と
夏
の
庭 

せ
つ
子 

七
夕
や
逢
へ
る
こ
と
な
き
夫
偲
ぶ 

牧 

子 

「
は
や
ぶ
さ
」
に
つ
き
ぬ
憶
い
や
夏
の
夢 幸 

男 

八
雲
忌
や
雪
お
ん
な
め
く
辻
の
町 

の
ぼ
る 

 

毎
月
第
一
水
曜
日
午
後
一
時
半 

マ
リ
ア
館
一
階
集
会
室 


